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大隅清治先生（1930年 7月 ～ 2019年 11月）の 

研究略歴と研究業績  

大隅清治先生は、およそ 50年間（1960年代～2010年代）に亘って、IWC（国際捕鯨委員会）科学委

員会等において先導的かつ代表的研究者として活躍され、1990年代には日本政府派遣首席科学者をお

務めになられるなど、我が国を代表する鯨類研究者でした。 

大隅先生は、1930年 7月 12日に現在の群馬県伊勢崎市にお生まれになり、その後、旧制群馬県立前

橋中学（この間に東京陸軍幼年学校に一時在学）を経て、旧制官立新潟髙等学校に御入学されました。

ご在学中に学制改革が行われ、旧制髙校最期の修了生となられましたが、最終的には 1949年に東京

大学理科Ⅱ類に、二年後の学部移行時に農学部水産学科に進学されました。 

大学御卒業後は東京大学大学院生物学系研究科（旧制度）へご入学、1958年に博士課程を修了され、

農学博士学位を授与されました。同時に、1958年 4月に旧(財)鯨類研究所の正式職員に採用されてお

られます。一方、大学院ご在学中より、旧(財)鯨類研究所の非常勤研究員として研究活動を開始。当

初は主任研究所員の故西脇昌治先生（後に東京大学海洋研究所所長など歴任）、さらに所長の故大村

秀雄先生のご指導の下で、この期間にすでに大型鯨類・小型鯨類ともに世界最先端の知識を身につけ

られていたとのことです。 
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大隅先生が東京大学に提出された博士論文は、“A study on age determination of the fin 
whale” と題する論文で、その後の先生のライフワークともなるナガスクジラの年齢査定を対象

としたものでした。その論文の中で、当時 IWC科学委員会の最重要課題であったナガスクジラ年

齢形質である耳垢栓に形成される成長層の年間蓄積率を確定させたもので、以後国内外の多くの

鯨類資源研究の基盤を築かれました。 

1966年になると鯨類資源研究は国家の責任として実施されることになり、大隅先生も旧鯨研から

水産庁水産研究所に異動されました。同年 5月に東海区水産研究所（東京）、1967年 8月には新

設された遠洋水産研究所（静岡県清水市）の鯨類資源研究室長に抜擢され、以後二十五年間清水

を基点に鯨類資源研究を展開されていかれます。特に、1988年 8月から 1991年の 3月には同所の

所長をお務めになっておられます。 

遠洋水研所長をご退任の後は、(財)日本鯨類研究所の理事に就かれ、1995年 12月には理事長に選

任されました。理事長職を 2004年 1月まで務められ、理事長御退任の後は同所顧問に就任、2015

年 10月からお亡くなりになる 2019年 11月 2日まで同名誉顧問として研究の推進と後進の育成に

あたられていました。「日鯨研に来るのは僕の永遠の使命だから」の常日頃のお言葉のように、

ご逝去の前日まで日鯨研に出勤されておられました。 

以上のように、大隅先生は 1950年代から 2010年代までほぼ半世紀以上に亘って、鯨類研究の最

前線におられ、多くの研究活動および実践的調査活動を通じ、鯨類資源研究と管理の前進と発展

に寄与されました。特筆されるべき研究成果として、前出のナガスクジラ年齢査定の研究に加え、

特筆されるご業績はマッコウクジラの社会生態の研究で、鯨類研究所英文報告に“Some 

investigations on the school structure of sperm whale (Scientific Report of Whales 
Research Institute, 23:1-25.)”。として公表され、学会に衝撃を与えるのみならず同種の資源
管理に大いに貢献され、先生の名前を不動のものにされました。また、近代的鯨類資源管理の基

盤となった、国際鯨類調査十カ年計画（IWC/IDCR）の創始なども先生のご努力によるものでした。

この間、上梓された科学論文は、500編以上に及び、當所図書室にて現在なお追補整理中です。ま

たこの間、ノルウェー国王勲章や日本哺乳類学会特別賞など数々の栄誉受賞をされておられます

（後章参照）。 

このたびご令室の大隅正子先生（日本女子大名誉教授、綜合画像研究支援 NPO IIRS 理事長）並び

にご令嬢の大隅典子先生（東北大学教授、同大副学長）のお許しをいただき、ご研究の概略（巻

末に暫定主要研究業績リスト）をここに掲載させていただきました。完全な業績リストは別の機

会に改めて公表させていただきます。 

令和元年 12月 23日 

一般財団法人・日本鯨類研究所 
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受 賞 歴 

平成 11（1999）年 大日本水産会水産功績者表彰  (社)大日本水産会 

平成 14（2002）年 勲四等瑞宝章

平成 16（2004）年 長門市特別功労者表彰 山口県長門市 

平成 18（2006）年 ノルウェー王国功労勲章 ノルウェー王国政府

平成 23（2011）年 日本哺乳類学会特別賞 日本哺乳類学会 

令和元（2019）年  従四位 叙位
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１－４ 1950年代。大
村秀雄先生、西脇昌
治先生らと慰安
旅行、湯河原温
泉。市原忠義先生、
奈須敬二先生、藤野
和男先生らの顔も見
える。 
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６ 
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５ 1956年。ピグミーシロナガスクジ 

ラの骨格計測。

６ 1958年。北洋捕鯨母船にて。 

７ 1958年。マッコウクジラと、北太平 

   洋。 

８ 1958年。マッコウクジラと、北太平 

  洋。 
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10 

11 

９ 1960-70年代、母船甲板で。 

10 1960-70年代、捕鯨船で。 

11 1960-70年代。月島鯨研玄関にて、ガスキン博士（前列中 

  央）来訪時に。 
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13 

12 1960-70年代。大村先生や西脇先生と。所員慰安旅行、湯河原林業保養所。 

13 1960-70年代。紋別港、セミクジラ特別採捕。大村所長、町田、河村、粕谷各先生と。 
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15 16 

14 1960-70年代。IWC科学委員会特別会合にて。チャップマン、ミッチェル、ティルマン 

   ら、当時の主要メンバーの顔も見られる。 

15 1960-70年代。大隅先生、米国にて。 

16 1960-70年代。大村先生と。 
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18 

17 1984年。IWC-IDCR東京計画会議レセプション。島一雄参事官（当時）、ブラウネル博士らとともに。 

18 1986年。IWC対策月例資源研究会（通称：月例会）メンバー。 
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19 1986年。IWC科学委員会日本代表団（英国ボーンマス）。主席科学者の池田元日鯨研理事長や田中昌一先 

   先生らとともに。 

20 1986年。遠洋水産研究所にて昼サッカー。畑中寛元日鯨研理事長の顔も見える。 

- 48 -



21 

22 

23 

21 1989年。鯨資源研究月例会忘年会にて、池田理事長と。 

22 1990年。IWC科学委員会日本代表団、オランダ・ノールド 

ウェイク。

23 1991年。遠洋水産研究所玄関にて、職員総出の送別会らし 

   い。 
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24 

25 

26 

24 1994年。鴨川シーワールドで、カマイルカ、ハナ 

   ゴンドウ、飼育員と。 

25 1994年。作成に関わった国立科学博物館シロナガ 

ス像前にて。

26 1994年。遠洋水産研究所東シナ海鯨類目視調査    

関連会議時、長崎にて。中国、王丕烈先生

（右から５人目）来日時。
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27 

28 

29 

27 1994年。 ノーフォーク島に  

 て、畑中遠洋水研外洋資源    

あ 部長（当時）、小松水産庁

 遠洋課長補佐（当時）と。

28 1994年。IWC科学委員会

    （バターワース博士同席 ）。

29 1995年。大西徳家女将とa a

  IWC本会議レセプションにて   

    （ダブリン、アイルランド）。   
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30 

31 

32 

30 1996年。野村元FAO水産局長 

  （前列左端）磯根元小型捕鯨 

 協会会長、服部氏と、那智 

   勝浦。 

31 1996年。クジラグッズコレ 

クターの仲間たちと。

32 1996年。日鯨研理事長時代 

の創立記念日。

二列目左端は学生時代の山際

大志郎衆議院議員。 
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33 

34 

35 

33 1996年。 日鯨研理事長時代 

 の10次南極海鯨類捕獲調査 

   出港式。 

34 1997年。 日鯨研理事長時代 

   の創立10周年記念の集いに

aaaて、日本捕鯨協会稲垣会

aaa長、共同船舶高山社長と。 

35 1997年。日鯨研理事長時代

の10周年創立記念日にて。 
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36 1998年。創立記念日（藤瀬現日鯨研理事長表彰）。 

37 1998年。勇新丸の進水式の祝賀パーティにて（高山共同船舶社長、米沢元IWCコミッショナー、 

 森本水産庁次長らと。 

37 

36 
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38 

39 

40 

38 1999年。ロシア・モスクワに 

て（森下さん、佐々木さん、  

ボロディンさん、加藤さんら

と）。 

39 1999年。ノルウェー。トロム 

ソでのシロナガス借用調印時

に、江島市長(向って右端）

と。
40 1999年。日鯨研理事長時代の 

   JARPA出港式にて。 
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41 

42 

43 

41 2000年。日鯨研所内旅行にて、研究所女性所員と。 

42 2000年。ご本人お気に入りの写真。 

43 2000年。林家木久蔵（現木久扇）師匠と。 
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44 

45 

44 2000年。中島元JWA会長、米澤元コミッショナー、岡本元捕鯨班長と。 

45 2000年。JARPA出港式時のレセプション、森下捕鯨班長（当時）、畑中中央水産研究所長（当時）と。   
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46 47 

48 

46 2002年。横浜・八景島にて、ギニア研修生と。 

47 2002年。横浜・八景島パラダイスにて、ベルーガと。 

48 2002年。ロシア・チュコートで。現地の方々と。
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49 50 

51 

52 

49 2002年。IWC科学委員会にて 

   作業中。 

50 2002年。IWC下関総会時。 

51 2003年。青山学院初等部での 

　くじら博士の出張授業にて。

　学校給食。 

52 2005年 南極海鯨類捕獲調査 

 船団の横浜帰港時のレセプ 

ションにて。小泉武夫会長

aaaと小松氏と）。
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53 

54 

55 

53 2002年。くじら博士の出張授業で参加者へ説明す    

   る大隅先生。 

54 2006年。長門市にて、鯨関係者で視察（畑中さ    

   ん、高山さん、森本さん、中島さん、村上さん

　 らと）。 

55 2010年。日鯨研顧問室で執務中の大隅先生。 
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56 

57 

56 2010年  顕微鏡で鯨の耳垢栓を観察中の大隅先生。 

57 2010年。モロッコ・アガディールのIWC総会にて、三軒太地町長(左）、三原議長（右）と。 

- 61 -



58 

59 

60 
58 2010年。東京海洋大学セミクジラ骨格（大隅先生が採集）前にて、POWER東京計画会議。   

59 2010年。POWER東京計画会議。 

60 2015年。ピーター・ベスト博士を偲ぶ会にて。中央には昨年   

亡くなったジョン・バニスター元IWC科学委員会議長。 
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61 62 

63 64 

65 

66 

63 2019年。 樽一にて、樽一鯨料理を楽しむ会にて（谷 
   川さん、佐藤さん、梅崎さんと）。 
64 2019年。 鯨グッズ コレクターイベントにて。 
65 2019年。 JASS-A出港時の第二勇新丸。船名の文字は大

　　隅先生の筆によるもの。 

61 2019年。旧制高校寮歌祭りにて。旧制新潟高校として参加。 

62 2019年。日鯨研顧問室にて、畑中さん、加藤さんと。 

66 2019年。 大隅先生の直筆サイン。 
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67 

68 

67 2009年。中島圭一捕鯨協会会長、柳原紀文社長と語り合う大隅先生。 

68 2009年。柳原紀文社長、柳原真理亜さんほか、細田コレクション・2009年の鯨展参加者の皆さんと。 
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おわりに 
（発起人代表挨拶） 

年末のあわただしいなか、「大隅清治先生を偲ぶ会」にお越しいただき、まことにありがとうございました。 

「大隅清治先生を偲ぶ会」は、ご遺族のご意向を踏まえて当研究所の役職員で取り組ませていただきました。し

かしながら、準備に十分な時間をかけることができず、不備がございましたら、謹んでお詫び申し上げます。ご出席

の皆様が心安らかに大隅先生との思い出にひたり、大隅先生に想いをはせる機会として少しでもお役に立てたの

であれば幸いです。 

 大隅清治先生が研究面での偉大な業績のみならず、鯨に関わる人文科学的側面にも積極的にかかわり、社会

教育や鯨食文化、鯨グッズなど幅広い分野で交流を深められてこられ、何人もまねのできない大きな足跡を残さ

れたことを深く知ることができました。大隅先生が進めてこられた日本のみならず海外の研究者との鯨類資源の適

切な管理と持続的利用に関する取り組みは、これからも遺志を継ぎ、絶やすことなく、さらに前進するよう精進して

まいりたいと思います。 

大隅清治先生、ありがとうございました。 

2019年 12月 23日 

発起人代表 

一般財団法人日本鯨類研究所 

理事長 藤瀬 良弘 
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